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科学技術イノベーション政策における「政策のための科学」推進事業 

中間評価における各拠点等の評価項目・視点（案） 

 

令和２年１２月○日 

科学技術イノベーション政策における「政策のための科学」推進事業 

中間評価委員会 

 

科学技術イノベーション政策における「政策のための科学」推進事業（SciREX 事業）における基盤

的研究・人材育成拠点（５拠点６大学）、中核的拠点機能（SciREX センター）、公募型研究開発プログ

ラム（RISTEX）、データ・情報基盤の構築（NISTEP）（以下、「各拠点等」という）の個別の評価において

は、SciREX 事業ロジックモデルにおいて①ネットワーキング、②共進化、③人材育成、④研究・基盤

が中期アウトカムとして位置づけられていることを踏まえつつ、以下の項目・視点により評価を実施す

る。 

なお、各拠点等の評価にあたっての必須項目・推奨項目は別紙「評価が必須若しくは推奨される対

象及び活動」の通り。 

 

１．運営・活動状況 

 目標達成に向けて適切な運営・活動がなされているか。 

 基本方針、各拠点等において策定した目標等を踏まえた運営・活動がなされているか。 

 第1期中間評価における指摘事項に対して、妥当な対応がなされているか。 

 事業終了後を見据えた取組がなされているか。 

 事業全体のとりまとめについて、妥当な運営・活動がなされているか。【SciREXセンター】 

 目標等に記載していない新たな課題を把握し、それらに適切に対応できているか。 

 

２．成果の創出（見込） 

 上記①から④について、成果の創出状況や見込はどうか。 

 各拠点等において策定した目標等に照らして妥当な成果が創出されている、あるいはされ

る見込となっているか。 

 成果は、他の事業や制度では得られなかった固有の効果を、それぞれの取組に関与した

学生、研究者をはじめとする関係者にもたらしたか。 

 成果は、事業終了後を見据えたものとなっているか。 

 上記以外の特筆すべき成果があったか 

 

３．第３期の展望 

「１．運営・活動状況」及び「２．成果の創出（見込）」を踏まえて、各拠点等において取り組むべき

点を把握し、具体的な方向性を検討できているか。  
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（別紙） 

評価が必須若しくは推奨される対象及び活動 

 

 ネットワーキング 共進化 人材育成 研究・基盤 

研究者 行政官 その他 共進化

実現PJ  

左記 

以外 

学生 行政官 研究者 重点課

題PJ 

研究 

一般 

データ

基盤 

基盤的研究・ 

人材育成拠点 
◎ ○ ○ ※ ○ ◎  ◎ ◎ ○  

中核的拠点機能

(SciREXセンター) 
◎ ◎  ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎  

公募型研究開発プロ

グラム（RISTEX） 
○    ○   ○  ◎  

データ・情報基盤の

構築（NISTEP） 
○ ○   ○   ○  ○ ◎ 

◎：必須項目 ○：推奨項目 ※：実施機関は必須の項目 


